





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て そ こ の 会 社 か ら 書 か れ て い て、
ABCDEFGHぐらいまであって、「あなたの
会社は Fランクです。ということは来月か
らうちの取引はここまでにさせていただきま
す」っていうのをファックス 1枚で送られて
きたんですって。そこの会社の収益がほぼ 1
社スポンサーだったんで、1ヶ月に 2,000万
あったのが、やがて 200万になって、最後は
20万まで下がったんですね。倒産ですよ。
ところが、復活したんです。ここの会社、非
常に技術力がいいっていうことで、スポン
サーがついたんですよ。若手の経営者が出資
して、500万出資して、「もう 1回やろう
よ」って言ってやったんですね。その若手経
営者が元下町ボブスレーのプロジェクトリー
ダーだった細貝淳一さんっていう方なんで
す。彼のこういういい噂は全然流れないんで
すね、実はね。本当はそういうこともやって
のけてるんです。500万出資して、技術力の
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んですね。実はこれってすごい重要なことな
んじゃないかなと思っていて、まだ成功、失
敗は分かんない。
　で、地域活性効果どのぐらいあったのって
いうところなんですけれども、実はこの下町
ボブスレーっていうのは、商標登録、意匠登
録を特許庁に大田区産業振興協会が出願済み
です。で、ここに申請すれば無償で大田区の
人は使えるんですよね、このロゴも。だか
ら、私は自分の名刺にもこのロゴを付けてい
ます。その場合、プロジェクトの趣旨に賛同
して、収益の一部を寄付するように産業振興
協会では呼びかけている。でも、強制ではあ
りません。その結果、何が出てきたか。下町
ボブスレー菓子、揚げパン、寿司、酒、餃
子、焼きそば、色々なものができたんです
よ。商店街の活性化にも寄与していますね。
で、2020年の東京五輪開催を睨んで、大田
区では大田のお土産 100選という製品、商
品、事業者を検証する制度ができました。こ
れここでも、下町ボブスレーのキーホルダー
とかチョロ Qなんかが選定されています。
　これが下町ボブスレーのロゴとそのキャラ
クターなんですね。これを無償で使えます
よっていうことなんです。で、大田区はそこ
の責任はもちますよと。これで地域活性に
使って下さいねっていうものなんですね。こ
れ簡単な申請書を出せば使えるんですね、誰
でも。で、関連商品です。揚げパン、スト
ラップ、チョロ Q。これが笑っちゃうんです
けど、お寿司、ボブスレー型したお寿司っ
て。あと日本工学院って蒲田にあるんですけ
ど、その学生さん達がこの応援 Tシャツの
デザインを作ってくれて、これで色んな試合
に皆、臨んだっていう感じですね。こういう
関連グッズがもう本当に山のようにできまし
た。で、紆余曲折を繰り返しながら、プロ
ジェクトはツリー型からネットワーク型に構
造転換していきました。その間 2回、日本ボ
ブスレー連盟から、それから、ジャマイカボ
ブスレー連盟から五輪の不採択の宣告を受け
田区総合体育館っていうところで、大田区の
プロバスケットチームでアースフレンズ東京
Zっていうのがあるんですけど、そこでデモ
ンストレーションが行われたんですね。この
白い部分が彼らが新たに開発したところみた
いです。あとこれも最新のニュースかな、割
と。NHKで紹介されたんですけどね、町工
場 3社からなる I・OTAっていう合同会社。
それ以外の 2社が参画して 3案件が東南アジ
アのスタートアップと協業するっていうこと
で、NHKニュースでも大きく取り上げられ
ました。で、株式会社フルハートジャパン、
これがその社長なんです。あと株式会社エー
ス、さっき紹介した下町ボブスレーの製作グ
ループのリーダーでした。フルハートジャパ
ンさんの國廣さんっていうのは、つい最近ま
で下町ボブスレーのリーダーでした。実行委
員長だったんですね。だから、ジャマイカと
の交渉は全部彼がやってたんですね。実は
彼、留学経験があるので、英語がぺらぺらな
んですよ。そういうのを活かしてですね、ア
ジアのベンチャー企業と連携して新ビジネス
を創造するということで、大田区が得意とし
ていたこの仲間まわしですね。試作、製造、
製品企画、設計、加工、これをやっていこう
じゃないかと。で、特に IoTを活用してっ
ていうところがポイントになっています。
で、ペット用の車椅子の開発だとか、強度を
高めたものっていうことですね。あとスポー
ツのライブ配信にドローンを使うなんていう
のもちょっと今、やっているということなん
です。で、2019年 2月までにこの 3社は試
作を完成させて発表する計画なので、あとも
う少しだと思います。これを見る限り、私は
このプロジェクトが果たして失敗プロジェク
トなのってすごく思ったんです。だって新た
なこういう芽が出てきてるじゃないですか。
7年間必死に自分達が作ってきて、すごい
ネットワークの中で、ものすごい話し合いを
重ね、試作を作り、その中で培ってきたノウ
ハウが、また、次の産業の創出に生きている
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た質問票です。これ人生満足尺度というもの
と感情的幸福、それから、ポジティブ感情、
ネガティブ感情、こういったものを聞いて、
後で詳しくは見て下さい。幸福の 4因子、自
己実現と成長、つながりと感謝、「何とかな
る」前向きと楽観、それから独立とマイペー
スっていうのを聞いています。で、結果で
す。これ単純に集計した結果です。プロジェ
クト参加前の幸福度、単純にここの平均と合
計を見て下さい。例えば、チームの人生満足
尺度 315、プロジェクトに関わる前です。
こっちは関わった後で 386、前者は平均が
20、後者が 24です。で、トータルすると合
計が前者が 1,876、後者は 2,117、前者が
117、後者が 132というふうに全般的に上
がってるんですね。前と後で。これは単純計
算なんですけど、で、そのあとなんですね。
これは大学生には分かるかどうか分かんない
ですけど、平均値を調べたものですね。
　どういう結果が出たかっていうと、参加前
後の独立サンプルの検定ということで、こう
いう数値が出ましたというところですね。こ
れどういうことかと言うと、本調査の独立サ
ンプルの t検定というのをしたんですけど、
最初に有意確率 5％以下の結果を示しまし
た。「ありがとう」という因子は、要は有意
であると。人生満足尺度は有意であると。ポ
ジティブ感情は有意であると。で、有意確率
5％以上の結果は、「なんとかなる」因子は有
意な傾向がある。「やってみよう」因子は有
意な傾向があると。ネガティブ感情は有意で
はない。「あなたらしく」因子は有意ではな
い。じゃあ、これどういうことですか。以上
の結果でプロジェクトは、「ありがとう」と
いう因子、ディーナーの人生満足尺度、ポジ
ティブ感情には正の影響があります。しか
し、「なんとかなる」因子、「やってみよう」
因子には正の影響の可能性があります。一方
で、ネガティブ感情、「あなたらしく」因子
には影響がないっていうことが言えます。
で、ネガティブ感情に影響がないことによっ
ましたが、製造は未だに継続しているんです
ね。で、これを起点にいくつかの製品開発の
プロジェクトが立ち上がり、新産業の萌芽が
生まれつつある。地域に様々な関連商品が開
発されていて、地域活性に寄与している。こ
れね、意外に知られてないんですよね。五輪
で終わっちゃってるんですよね、知られてい
るところが。だから、私、自分の研究で必ず
これを言うようにしていて、少しでも知って
いただきたいなっていうふうに思います。
で、いよいよちょっとこの幸福度についての
調査っていうのをやりました。プロジェクト
のコア企業から 16名をランダムに抽出して
やったんですね。分析方法は所謂、幸福度調
査って言われているものの質問票を活用し
て、参加前後の幸福度を計りました。インタ
ビュー調査を KH Coderっていう計量テキ
スト分析ですね、これは後で読んでおいて下
さい。これでやりました。こういった人達に
聞いています。所謂、コアメンバー、コア中
のコアのメンバー 16名ということなんです
ね。で、色んな年齢層もばらばらなんですけ
ど、ここを見ていただくと、年代を見ていた
だくと、意外に 35歳から 40歳ぐらいが多い
んですね。これね、大田区の若手なんです
よ、実は。若手の世代が多いんですね。アル
ミだとか材料試験片とか電子製造機器、あと
自動車関連用品、丸物製造、食品自動機械、
プラスチック、もう業種はばらばらです。と
いうことで、こういう人達に聞きましたって
いうことなんですけど、これが幸福度を聞い
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「下町ボブスレー」「プロジェクト」「1番」
「関わる」「楽しい」が近くに配置されてい
て、「変わる」という階層に「今」「大田
区」っていうのがあるのも非常に特徴的であ
るということなんですね。これらを見てどう
考えるかっていうようなことなんですけど、
計量テキスト分析の結果、頻出ワードはポジ
ティブ感情を表すキーワードが多数を占め、
ネガティブ感情を表すワードは極めて稀だっ
た。共起ネットワークって繋がりの強いネッ
トワークから、人や情動を表すワードから発
生して、自分を起点にポジティブ感情と変化
のワードが結びついていました。自己組織化
マップでは人の情動を表すワードの近くにポ
ジティブ感情が配置されていました。「変わ
る」という階層には、「今」「大田区」がある
のは、地域におけるこれは変革の息吹じゃな
いかというふうに受け止められます。という
ことで結論です。
　プロジェクト参加前後の幸福度調査の分析
の結果、水平ネットワーク型プロジェクトへ
の参加により、地域活性化を促す重要なファ
クターとして、構成員の幸福度が高まる傾向
がある。これまず実証というところじゃない
んですよ。傾向があるということが実証され
ました。計量テキスト分析の結果、頻出ワー
ドはポジティブ感情を表すワードが多数を占
め、ネガティブ感情を表すワードは極めて稀
でした。で、幸福度調査の結果を反映する要
因が、計量テキスト分析においても多いとい
うふうに考察されます。ということは、これ
は企業連携による水平ネットワークプロジェ
クトの参加が、地域産業の活性化と新産業創
出という発展を図るために有効であると。
で、プロジェクトが発展していく中で、構成
員の幸福度が高まると。こういう仮説が実証
されたということで、一応これらの研究も私
の研究です。今後の課題なんてずらずら書い
てありますけど、こういった事例を色んな地
域で幸福度調査の前と後でやってみて、本当
に幸福度は高まる、幸福になれるものなの
て、プロジェクト参加前後において構成員が
ネガティブな感情に変化は見られなかったっ
ていうことですね。これ決して悪いことじゃ
ないんですよ。「あなたらしく」因子に影響
がないことから、プロジェクト参加前後で集
団の中での個の尊重は変化が見られないって
いう解釈になりますね。
　で、計量テキスト分析っていうのはやりま
した。インタビューをやったんですけど、そ
の中から頻出ワード、たくさん使われている
キーワードを抽出しました。そしたら、「で
きる」「すごい」「良い」、それから、「楽し
い」「面白い」、あと、「頑張る」。こういった
非常にポジティブな感情を表すワードが上位
を占めました。一方、この「駄目だ」とか
「悪い」っていうネガティブな感情を表すも
のは上位に出現しなかったということなんで
すね。頻出するワードの出現パターンの類似
したもの線で結んでいきました。これはパソ
コンがやってくれるんで、ソフトを使えば。
例えば、ここに大きな、密接したものがある
んですけれども、出現数が多い語ほど大き
く、また共起、共に出現する程度が強いほど
太い線で描画されます。だから、ここでいく
とこれが一番太いんですよね。で、「言う」
と「思う」という人の情動を中心としたネッ
トワークが最大の構成となっていて、「言う」
から「良い」が派生して、自分を起点に「で
きる」とか「すごい」とかポジティブな感情
が結び付いています。「考える」「変える」も
自分から派生しています。で、自己組織化
マップっていうところなんですけど、関連の
強い語ほど近くに配置されるってことなんで
すね。では、こういうマップ状になってるん
ですけど、この色が変わってるところ、関連
が強いものがマップになってるんですね。
「考える」「見る」「思う」「聞く」等の情動を
中心としたワードが近くに布置して、また同
階層に「良い」「できる」のポジティブ感情
があり、「大変」というワードが離れたとこ
ろに配置されている。また、仕事の階層に
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すけど、行政主導型の非営利組織が事務局を
担当して、映画撮影などを誘致して、撮影が
支援をすることによって、地域活性化とか文
化振興とか観光振興を図ることを狙いにして
いて、2000年以降これが増えてきたんです
ね。そういえば、つい最近、何だっけ、「カ
メラを止めるな！」観たことあります？すご
く話題になりましたよね。あれもすっごい低
予算で作られていて、ワンカメラでずっと
撮ってるんです、本来ありえないですよね、
ああいう手法。でも、可能性っていうか、作
り方の枠を越えたというところで、あと起承
転結の大どんでん返し、それを見事に演出し
たっていうことで、すごく話題になりまし
た。で、この「未来シャッター」っていうの
は、中小企業の経営課題の解決のためのツー
ルとして有効であって、対話により地域活性
化促進に寄与するっていうところが注目をさ
れています。で、この映画の非常に特徴的な
ところは、この 2番目に書いてある点なんで
すけど、従来型の地域映画と異なって、鑑賞
後必ず対話をするんですね。フューチャー
セッションっていって対話をするんです。
で、鑑賞者、主催者、製作者、出演者が各々
の立場を越境して、新たに次のアクションに
繋げていく。これが非常に新しいんじゃない
かというふうに言われています。で、従来型
の映画との違いなんですけど、コマーシャル
会社のタイアップはまず、全く行ってないん
ですね。それから、シネコンのような大型映
画館の上映ではなくて、主に口コミによる各
地での自主上映。それから、デジタル化の波
を受容して制作しながらも、上映後のアナロ
グな対話を重視している。それから、行政指
導をとらずに、足でステークホルダーを拡大
して地域活性化に寄与している。だから、こ
の制作関係者がネットとか使わずに、一軒一
軒足で歩いて、「協力して下さい」って口説
きに行ってるって、そういう感じでしたね。
　で、経緯からみる特徴というところが
ちょっと黄色く書いてありますけど、作り方
かっていうところで、ちょっと実証実験して
みたいなっていうところですよね。で、内発
的な動機付けによって企業連携プロジェクト
を生み出す社会システムの構築を明らかにし
ていって、それを色んな地域でも当てはめら
れることによって、他地域の産業活性化へ繋
げていくことが今後の課題だと思っていま
す。で、実はそれを今、墨田区でもやってい
るっていうのもあるんですね。
　あともう 1つだけ事例を紹介します。「共
創力創発のための対話型映画の提案」という
ことで、NPO法人ワップフィルムが「未来
シャッター」という映画を作りました。これ
についてちょっとだけお知らせします。私が
これ研究してみようと思ったのは、監督の言
葉だったんですね。「映画は誰のものなの
か」っていうことを説いていたんです。「映
画は誰のものなのか。関わった人々、鑑賞者
を幸せにしているのか。宗教、政治、企業競
争利益等を越境しながら、未来世界は対話で
善い社会を築いていきたい。」これね、キー
ワードが対話なんですよ。共創の定義ってい
うのがちょっと書いてありますけど、共創と
は商品やサービスなどを、多様なステークホ
ルダー、ステークホルダーというのは利害関
係で、1つの物事に対する利害関係者。これ
と共に創る仕組みであるということなんです
ね。で、日本の映画産業の現況ということで
書いてあるんですけど、この 4つに大体大別
されますでしょうというところが、研究報告
書から出ています。例えば、他のメディアの
強い販促力とタイアップすることによって売
れる。シネマコンプレックスという主に
ショッピングセンターと併設された大規模な
複数映画館で上映されることで、選択の多様
性が深まったと。あとはフルデジタル化の波
ですね。もう今、アナログ映写しているとこ
ろなんてほとんどないかもしれないですね。
画像処理、あと短時間で作れるっていうので
すね。あとフィルムコミッションの台頭。こ
れフィルムコミッションっていうことなんで
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あと企業競争を越境しました。アサヒホール
ディングス、キリンビバレッジが協賛し、上
映しました。蒲田のキネマ通り商店街ってい
うところがあるんですね。ちなみに蒲田っ
て、昔のキネマの街だったんです。「蒲田行
進曲」っていう映画あったじゃないですか。
キネマの街。それの NPOの拠点、キネマ
フューチャーセンターで月 2回、今も定期上
映が行われていて、連続上映も 50回以上を
突破しています。で、誰が出たか。下町ボブ
スレー、江戸っ子 1号、全日本製造業コマ大
戦など、日本を代表する中小企業の 3大プロ
ジェクトリーダーが出演しているんですね。
この映画で出てきます。それから、中小企業
家同友会っていう任意団体があるんでけど、
そこの上映頻度が高く、自社に持ち帰り、社
員とそのノウハウを共有していると。で、中
小企業連携イベントで、様々なアイディアを
抽出しているっていうところも特徴としてあ
ります。あと対話による共創で地域ブランド
作りというところなんですけど、沼津の事例
なんですけどね、これはキリンビバレッジプ
レゼンツ「映画『未来シャッター』上映会と
ものづくりワークショップ」っていうのを開
催しました。ここにものづくりの色々な、沼
津工業高校とか出てますね、専門学校とか、
沼津信金とかね、色々出てるんですけど、地
域ブランド開発のための対話ツールとしてこ
の作品を活用しました。深海ドローンや深海
魚と富士山を配したキャラクターブランド作
りのアイディアが提出され、今後もその実行
策について検討していくということで進んで
います。「未来シャッター」の構造なんです
けど、2軸で捉えた場合にどういうふうなの
か。横軸はターゲットで、縦軸はビジョン、
目的。だから、「未来シャッター」は 2軸の
領域を満遍なくカバーしているっていう、そ
ういう特徴があります。で、対話による気付
きっていうことなんですけど、簡単に言って
しまえば、社会と個人がかけ離れて、最初か
け離れて、あんまり交わることはなかったっ
がおかしかったんですよ。リージョンフィル
ムディレクター養成講座っていうのを大田区
で開催して、これを大田区でロケハンして、
シナリオメイキングして、それから、合宿し
て、そこで作り上げていった。それで、これ
を大田区と藤沢でやったんですけど、脚本の
制作会議、脚本も何人かを合体させて脚本を
最終的に作っている。で、「未来シャッター」
というものができましたと。で、ラッシュの
試写会をやったんですけど、ラッシュってい
うのは普通、まだ全然できてない、試作段階
なので、普通は一般の人に見せないんです。
でも、見せて意見を聞きながらやっていっ
たっていうところなんですね。講座の主旨は
地域映画を企画・開発することによって、市
民が地域の未来を考え、語り合い、共有し、
地域課題を解決していこうとしていくことか
ら、全 10回開催したということなんですね。
受講者の中から企画・脚本まで、最終的には
受講者 6名のアイディアから脚本ができまし
た。主要なテーマは「マージナルマン」。こ
れは心理学の用語で使われてるんですけど、
境界人だとか周辺人というふうにして、「未
来シャッター」と命名しました。地域で映画
製作のプロセスを全て公開して、人材育成を
図ったっていうところもあります。あと制作
の途中段階であっても、多様な意見を反映し
ていった。もう色々な人がごった煮的にこの
映画を作っていったと感じますね。地域の関
係者が。その他の特徴的な事例として、1口
3,000円のアクションサポーターの寄付を約
300名集めました。で、それが資金源となっ
て映画はできていったんですね。あとキャス
トもプロのアクターと共に、実在の多様な人
物が本人役で登場するんですね。で、フィク
ションとノンフィクションの境界線も定か
じゃない。あと宗教を越境しているというと
ころもありましたね。仏教法主が主演してい
るにも関わらず、関東学院六浦の小学校の礼
拝堂で上映してしまったんです。非常に
ちょっと信じられないことが起こりました。
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見ておいて下さい。ということで、共起ネッ
トワークから「自分」を起点として「思う」
が結び付き、周縁にある「人」の延長戦上に
「地域」、「活性」、「テーマ」がある。「シャッ
ター」の延線上に「開く」があり、「心」、
「未来」、「考える」が他のワードとも密接に
結び付いているというところですね。自己組
織化マップでは、本作の主要テーマの「マー
ジナルマン」、要は「境界人」という、その
近くに「地域」、「広げる」が配置されている
ということですね。で、この制作経緯からマ
ルチステークホルダープロセスで制作された
ことが明らかで、中小企業の経営課題の解決
のためのツールとして有効である。で、対話
により地域活性化促進に寄与すると考察でき
るのではないかということですね。今後の課
題なんですけど、これ色々な地域の色々なパ
ターンでやってみた時どうなのかっていうの
は、今後ちょっと確かめていきたいなという
ふうに思っています。
　最後に、より良い未来社会にするためには
どうしたらいいか、ちょっとだけ考えてみた
いと思います。新たな経済社会の駆動モデル
が必要だろうということなんですね。個々人
が自由な意思で意欲的に活動することが社会
全体の安定的な発展に繋がる仕組み。例え
ば、無形の価値の尊重とか、共感、感動、幸
福。こういうものって無形の価値ですよね。
共感、感動、幸福なんて形のないものですよ
ね。あと多様性、ダイバーシティの尊重。こ
ういうことが大切にされるんではないかとい
うふうに思います。で、このマーク、最近よ
く見ると思いませんか。SDGs、持続可能な
開発とイノベーションということなんですけ
ど、2015年、国連は 17項目からなる、持続
可能な開発、SDGsの概念及び、この企業行
動指針を提示しました。2014年、OECDは
成長と社会課題を両立させるイノベーション
戦略を公開しました。社会は変わってきてい
ますよね。持続可能なものってどうやったら
できるの。持続可能っていうのは、そこに永
ていうことがあったかもしれません。それが
この映画を観て対話することによって、個人
がそれぞれ課題に気付くわけですね。3番目、
その課題でできることを考えるわけです。最
後はその課題が個人、個人が課題に気が付い
て動き出すことによって、ウェルビーイン
グ、所謂、幸せを探していくっていう、そう
いうことに繋がっていきます。
　下町ボブスレーとの構造比較なんですけ
ど、下町ボブスレーっていうのは中小企業連
携のネットワークが繋がって、それを外に向
けていっている。「未来シャッター」ってい
うのは、最初から外に向かってるっていうよ
うな状態なんですね。最初から外に向かっ
て、小さなネットワークがまた、できつつあ
るというところです。で、これもちょっと計
量テキスト分析をしたんですが、ここだけ
ちょっと紹介していきますね。頻出抽出ワー
ドリスト。Aが「人」、「自分」、「思う」、「感
じる」、「シャッター」、「地域」、「境界」、「未
来」、「心」。これはこの「未来シャッター」っ
ていう映画のテーマと相当被っています。
で、出現パターンが似通っている共起ネット
ワーク。共起の強さの核は、「自分」、「思う」、
「シャッター」、「感じる」、「映画」、「人」。
で、「自分」を起点として「思う」が結び付
いて、その延長線上に「地域」とか「活性」
とか「テーマ」に伸びている。「シャッター」
の延線上に「開く」、「心」、「未来」、「考え
る」が他のワードで結び付いている。そうい
う状況ですね。これもちょっとざっと、後で
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る。で、時間的公平性っていうのは、次世代
に豊かさを奪わせずに現在を発展させるとい
うことなんですね。みんな、みんな幸せにな
るって、簡単に言ってしまえばそういうこと
なんですけども、奪わない、シェアする、そ
んなような考え方ですよね。じゃあ私達は未
来のために考える。地域はどうあるべきか。
自分はどう行動するか。ということで、今回
の私の話から少しだけそれを考えるきっかけ
作りにしていただけたら、ありがたいと思い
ます。
　ちょうど時間になりました。どうもありが
とうございました。ちょっとはしょっちゃい
ましたが、ありがとうございました。
遠にあり続けるものですよね。それには多様
性と包摂性っていうのがとっても大切なん
じゃないかというふうに考えます。誰一人取
り残さない多様性と包摂性のある社会の実
現。例えば、こども食堂っていうことを先程
言いました。あれは子供の貧困対策を考え
て、ある 1人の八百屋のオーナーが考えたこ
とから、全国 3000ヵ所にスピルオーバーし
ています。これ誰一人取り残さないってこと
なんです。絶対的貧困と相対的貧困ってある
んですね。絶対的貧困っていうのは、食うに
困るんです、要は。生活の最低限のレベルが
維持できないっていう。だから、アジア諸国
の貧困なところは割とその絶対的貧困国が多
いんですね。日本の場合は、先進国に多い相
対的貧困なんです。例えばね、皆さん大学生
でしょ。大学生ってことは、高校通ってると
大学生になれますよね。今、日本の高校の進
学率ってどのぐらいだと思います？ 90％な
んですよ。90％に漏れた人は、やっぱり相対
的な貧困になってしまいますね。ある一般の
その国のレベルの 10％に満たない人達を、
10％に入らない人達をやっぱり相対的貧困っ
て言うんですね。相対的貧困って国によって
も変わって、イギリスなんかではティータイ
ムを楽しめる時間がないなんていうのも相対
的貧困って考えるらしいです。国の文化とか
その国のその社会状況によって全然違うと思
うんですけど。社会の持続可能性と個人の幸
福っていうのは、本当は一致させなきゃいけ
ないのね。未来社会の望ましい方向性とし
て、同時に考えていく必要があるだろうと。
個人と社会と経済と環境、これはやっぱり全
部同時に考えていって、参加と繋がりとか、
その多様性を考えていったり、容量とか資
源、これ限られていますよね。これも考えて
いかないといけない。だって、その資源は限
られてるって、原発のときに本当そう思いま
せんでした？流通がね、届かない。電気がな
い。電力が来ない。あと空間的公平性。他の
地域の豊かさを奪わずに、自らを発展させ

